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じ
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ワ

ク
ワ
ク
す
る
、“
ミ
ク
ロ
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観
察
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”
は
自
然
観
察
会
リ
ー
ダ
ー
初

心
者
の
方
で
も
実
施
し
や
す
い

テ
ー
マ
の
ひ
と
つ
。
ま
だ
観
察
会

を
開
い
た
こ
と
が
な
い
自
然
観
察

指
導
員
の
方
、
こ
の
機
会
に
観
察

会
デ
ビ
ュ
ー
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　今
回
は
、
初
心
者
の
方
の
た
め

に
、“
ミ
ク
ロ
な
観
察
会
”
の
開

き
方
か
ら
、
ミ
ク
ロ
で
見
せ
て
み

る
と
面
白
い
も
の
、
見
せ
方
の
コ

ツ
ま
で
ご
紹
介
し
ま
す
！

①仲間集め　一緒に開催する仲間を集めよう！
◦自然観察指導員講習会の同期の仲間に連絡する。
◦自然観察指導員連絡組織（左下部）に連絡する。

②観察会を企画する（コース・日取り・参加対象）
実際に野外を歩いて、エリア、観察の主役、日程、コース
を決める。
☆日程は、参加を呼びかける人たちの遠足やお祭り、スポー
ツ大会などのイベントと重複させないように注意！

③本誌同封のチラシを使い、 
「全国一斉自然かんさつ会」
にエントリー

④参加者の募集
広報ツール一例：
◦エントリー後にNACS-Jから届くポス

ターに観察会情報を記入し専用ポスターをつくる。
◦NACS-Jウェブサイトからチラシ。ひな形をダウンロードし
専用チラシをつくる。
広報先一例：地域の掲示板、ミニコミ誌、SNSやブログ

⑤保険に加入する
◦参加者のケガを対象とした保険（行事災害保険）や、リ
ーダー自身のケガや賠償責任に対応できる保険に加入する。
※指導員はNACS-J自然観察指導員災害保障保険制度に
加入しています。

⑥再度下見
本番と同じ曜日・時間帯がベスト。観察ポイント、安全性、
時間配分を再度確認。

⑦本番までの準備
受付名簿、班分け、スタッフ役割分担、観察道具を準備。

観察会開始時の工夫
◦コース説明とリーダー自己紹介、安全管理の説明。
◦開始時に興味を引きつける呼びかけ例：

「この足元の草、見たことあるよ！ という人いますか？」
「では、この草の花、どんな形をしているか思い出して絵を描いて
みましょう」

「では実際に見てみましょう。今日は虫になったような気持ちで、
小さな小さな世界をのぞいてみましょう！」

観察会中の工夫
◦ミクロをテーマにする場合、見えている世界は一人一人別なの
で、声をかけて、皆で楽しみたい。

◦おもしろいものを見た人、発見した人に、
実況中継をしてもらうと観察を共有できる。
◦参加者が自分の世界に入る時間や静
かな時間も持ちたい。

観察会の終了時の工夫
◦ 当日は想 定 外 の 観 察が
多々あるので、観察したものを
無理に意味付けたり・学術的
にまとめたりする必要は必ずし
もなく、実際に観察したものを
振り返り、今後促したい行動
や次回観察会の案内をしてエンディングにする。
◦まとめの例：「今日は○○をみんなで見ました。○○という意外
な発見や○○ということが実際に見て分かりました。（ほか観察し
た事例を述べる）今日はたくさんの小さな春を見ることができまし
たね。」

観察会終了後
◦スタッフ反省会
◦後日、ぜひNACS-Jに開催報告を送ってください！

観察会を開いてみよう！

本番当日

準備

詳しくは、指導員講習会時の教材『自然観察ハンドブック』の293ページ以降、
『自然かんさつからはじまる自然保護』の86ページ以降を参考にしてください。

「全国一斉自然かんさつ会」で観察会デビューをしよう。

春の自然に大接近！ミクロな観察会の開き方
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ミクロな観察を楽しむコツ教えます！

●見たいものに体ごと近づきピントを合わせる
全身で対象物の世界に入っていくイメージ。対象物の位置関係や、
そのままの姿を見ることができる。

●ルーペを目の近くで固定し見たいものを手に取
って近づける
ルーペを持つ手を頬に固定または頬の前に持ってきて、見たいもの
を手に持ってレンズに近づけてピントを合わせる。ルーペを目に近づ

けておくと、ルーペの性能が発揮できる。拡大し
た視野が広がり、観察物に集中しやすい。

●対象物にルーペのピントを合わ
せたまま移動
地面・木肌・葉の表面などにピントが合った状

態で、そのままの状態で
移動していくと、肉眼で
は気づかなかったものに
出会え、とても深くて広い
世界に入れる。

●仰向けになって
見る
◦葉の裏などは地面に仰
向けになって観察すると、
虫などを見つけやすい。
葉が受ける太陽の明るさも感じられる。
◦地面にダイブした後は、そのまま仰向けになって空を見上げ、
マクロに地球を感じて観察会を終えるのも◎。

●地面
例えば公園の芝生で、体
を“地面にダイブ”させて、
芝の表面から葉の付け
根、もっと下の方まで見
ていくと、広がりを感じる
ことができる。上から見下
ろしたのでは気づくことのなかった葉の陰で、アリ
が食べ物を運んでいるかもしれない。

●花の中
花の中のつくりは複雑で観れば観るほど面白い。
小さな虫がいっぱいいたり、雄しべに毛が生えて
る花があったり。蜜腺を見つけてみるのも楽しい。

●葉
葉脈をたどると、つながりが分かる。葉っぱを観察することで、根
から茎を経て葉に至る水の流れを伝えやすい。

●水滴
水滴に映りこむ遠くの景色をのぞくと美しい。落ち葉の穴にでき
た水滴をルーペ代わりに使ってみると面白い。

●木肌
樹皮には驚きがいっぱい。詳しくは22ページを参考に。

●岩の表面のコケのマット
コケの表面から岩に接するところまで
じっくり見ていくと、まるで地球の縮
図を観察する気分。
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0500／広島：shuji.wada@gmail.com ／山口：0833-41 -4289／徳島：088-623-6783／香川：0877-46 -3690／高知：088-850-0102／福岡：
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●危険な生物
◦観察に熱中すると接近しすぎることもあるので、特にツタウルシ、
ハゼなどのかぶれやすい植物や、毒を持つ虫に注意。

●太陽に注意
◦ルーペを上向きで使う時は太陽を見ないよう注意。

●参加者の体や服を濡らさない、汚さない
◦地面にダイブは、乾いた草や落ち葉の上かビニールシートを使
用する。体や服が湿ったり汚れすぎると次の観察会に来てくれな
いかも。

▲都道府県、地域名のみの掲載。詳しくはウェブサイト「指導員連絡会一覧（http://
www.nacsj.or.jp/sanka/shidoin/support_list.html）」をご覧ください。

ミクロで観ると面白い自然

見方・魅せ方

注意したいこと

あると便利な道具

●ルーペ：２枚レンズの繰り出しル
ーペ（８倍程度）で、レンズが広め
のものが明るくておすすめ。

●ビニールシート：地面が濡れてい
る場合、うつぶせになる時に使用。

アドバイザー：田畑清霧
（自然観察指導員講習会講師）

  全国の自然観察指導員連絡組織の一覧　（TELまたはEメール、HPアドレス） ※下記事務局は指導員個人宅の場合もあります。
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